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１１
月
４
日（
金
）、
日
比
谷
公
会
堂
で

行
わ
れ
た
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
社
会
福
祉
功
労
者
部
門
で
甲
賀
市
民

生
委
員
児
童
委
員
の
田
村
昭
三
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
 

　
こ
の
表
彰
は
、
こ
れ
ま
で
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
に
な
さ
れ
る
も
の
で
、
今
後
も

一
層
の
ご
活
躍
を
さ
れ
、
わ
が
国
の
社

会
福
祉
の
更
な
る
充
実
を
め
ざ
す
機
会

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
田
村
さ
ん
は
、
土
山
地
域
北
芝
区
担

当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
を
２２
年
間
努

め
ら
れ
、
現
在
も
同
区
域
の
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
情
熱
を
も
っ
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
 

瑞
宝
双
光
章
 

滋賀県文化奨励賞を受賞 

受賞おめでとうごさいます 

寄 
付 
・ 
寄 
贈 

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
救
援
金
 

5
件
　
1
2
，0
0
0
円
 

宮
崎
県
台
風
14
号
被
害
義
援
金
 

12
件
　
7
3
，1
1
3
円
 

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意

は
、日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県
支
部
を
通

じ
て
、現
地
の
援
助
活
動
に
使
用
さ
れ

ま
す
。
 

義
援
金
・
救
済
金
 

関
西
ベ
ス
ト
フ
ー
ズ
（株）
社
員
一
同
様
 

金
　
1
2
0
，0
0
0
円
 

福
祉
の
た
め
に
 

厚
生
労
働
大
臣
 

表
彰
を
受
賞
 

　
昭
和
５２
年
か
ら

保
護
司
と
し
て
青

少
年
の
非
行
・
犯

罪
の
防
止
、
犯
罪

者
の
更
生
や
社
会

復
帰
の
た
め
に
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
 

　
受
章
さ
れ
た
松
永
さ
ん
は
「
立
派
に
更
生
し
て
再
出
発
を

誓
っ
て
く
れ
た
青
年
の
姿
を
見
る
た
び
に
、
感
無
量
の
思
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
『
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社

会
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
研
鑽
を
深
め
な
が
ら
精
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

　
旧
水
口
町
で
は

教
育
委
員
会
委
員

長
や
、
貴
生
川
小

学
校
校
長
、
ま
た

多
年
に
わ
た
り
青

少
年
育
成
推
進
員

や
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
社
会

教
育
・
社
会
福
祉
の
前
進
に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
受
章
さ
れ
た
　
川
さ
ん
は
「
学
校
で
の
日
の
丸
や
君
が
代

反
対
な
ど
の
運
動
も
あ
り
、
苦
労
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
教
師
生
活
41
年
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
の
は
子
ど
も

た
ち
の
お
か
げ
、
長
い
よ
う
で
終
わ
っ
て
み
る
と
短
か
い
で

す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

2005年秋の叙勲で市内から２名の方が受章されました。受章された方は次のとおりです。 

松永孝英さん 
（甲南町野尻） 

まつなが  たかひで  

谷 野明夫さん 
（信楽町多羅尾） 

たにの  あきお  

にしかわ  きんいち  

　 川欣一さん 
（水口町岩坂） 

　１１月１０日（木）、滋賀県公館で行われた平成１７

年度滋賀県文化賞等の贈呈式で谷野明夫さんが「滋
賀県文化奨励賞」を受けられました。 
　この表彰は県下の文化の高揚に貢献し、その功
績が顕著な個人または団体を顕彰するものです。 
　谷野さんは多年にわたり優秀な作品を発表され、
文化活動において特に優れた成績をあげられるとと
もに、陶芸の普及や後進の育成・指導にも積極的に
寄与された功績が認められました。受賞おめでとう
ございます。 

かわいいタヌキも登場！ 

甲賀三郎伝説 

甲賀忍者参上！ 

茶摘み風景 

熱戦が繰り広げられた 水口場所 

出場された皆さん 
お疲れさまでした 

はっけよい！ 

水口祭の再現 

 

　
12
月
3
日（
土
）4
日（
日
）水
口
文

化
芸
術
会
館
で
合
併
1
周
年
記
念
と

な
る
創
作
劇
「
輝
け
甲
賀
　
五
つ
の

彩
り
の
輪
」が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

　
主
催
は
旧
甲
南
町
で
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
上
演
す
る
な
ど
し
て
活
動

し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り

設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
甲
賀
文

化
　
輝
き
」
。 

　
こ
れ
ま
で
旧
5
町
そ
れ
ぞ
れ
で
活

動
し
て
い
た
市
民
団
体
や
公
民
館
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
も
声
を
か
け
、キ
ャ
ス

ト
1
6
0
名
、ス
タ
ッ
フ
30
名
に
も
な

る
大
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
水
口
囃

子
、土
山
の
茶
摘
み
、甲
賀
の
薬
、甲

南
の
甲
賀
三
郎
伝
説
、信
楽
の
タ
ヌ
キ

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
昔
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
や
伝
統
が

あ
り
ま
す
。こ
の
舞
台
で
は
こ
れ
ら
の

題
材
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、ひ
と
つ
の

創
作
劇
と
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で

す
。 

　
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
当
初
は

今
日
の
こ
の
舞
台
幕
が
本
当
に
上
が

る
の
か
不
安
で
し
た
。
上
演
で
き
る

日
を
迎
え
こ
の
舞
台
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
作
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
舞
台
で
は
茶
摘
み
や
水
口
祭
、甲

賀
三
郎
伝
説
、園
児
た
ち
の
か
わ
い
い

た
ぬ
き
が
登
場
す
る
と
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

強い
絆で結ばれた

　11月6日（日）第3回甲賀市わんぱく相撲水口場所が行われました。 
　当日は悪天候のため商工会館内ホールでの開催にも関わらず、市内
の小学生101名が出場しました。会場内は出場者、観戦者のあふれん
ばかりの熱気で、子どもたちの取り組みや声援で大変盛り上がりました。
また、ほかの学校の子ども同士とも交流を持てたのではないでしょうか。 
　来年も開催を予定されているそうですので、多くの小学生の参加と、
多くの方が観戦に行かれることが期待されます。 

黒川　仁志（綾野小）　　市田　優茉（大野小） 
平山　　舜（水口小）　　中村　　拓（水口小） 
森田　大河（三雲東小）　　中野　喜仁（伴谷小） 
シルバ チアゴ（綾野小）　　高井　　翼（雲井小） 
成田　幸司（安土小）　　アモリム ナオチ（綾野小） 
柏木　正至（柏木小）　　秀熊　邦彦（水口小） 
伊藤　桃香（伴谷小）　　古川　絢菜（柏木小） 
伊藤　未波（綾野小）　　丹下　りよ（伴谷小） 
森島　理世（伴谷小）　　三宅　琴子（伴谷小） 

1年　男子 
2年　男子 
3年　男子 
4年　男子 
5年　男子 
6年　男子 
低学年女子 
中学年女子 
高学年女子 

優　　勝 区　分 準　優　勝 

わんぱく相撲 水口場所 
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